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企 画 趣 旨 【背景】 

 超高齢化社会を迎える今、在宅における看取りの重要性が増している。 

人生のターミナル期をその人らしく過ごすことができるよう、訪問介護の分野

でもその一端を担っている。 

 医療職ではない介護の専門職として看取りの場面にかかわる中で、ヘルパー

自身も様々な思いを抱えていることが多い。 

 

【目的・方法】 

 人生のターミナル期を、その人らしく過ごせるかどうかは、看取りのケアに

関わる人達のあり方次第とも考えられる。介護を担うヘルパーの抱えるやりが

い、不安や問題点をアンケートの結果をもとに報告する。事例を発表し、それ

らを解決へのヒントを探る。 

 

【結果】 

 看取りには様々なケースがあるが、本人や家族が死と向き合う中でヘルパー

自身もその思いを受け止め、その方の思いに耳を傾けていかなければならな

い。その人らしい人生の終わりを迎えていただくためには、看取りのケアにお

いて関わる人達が連携を取り、利用者や家族の思いに寄り添った方向性の統

一、変化する状態と各専門職種の気づきによる情報の共有などが大切になる。 

 ヘルパー個人においても、自身の不安や問題点は何かに気づき、自らが学ん

でいく姿勢が必要となる。 


